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主論文    
Subcellular localization of maspin correlates with histone deacetylase 1 expression 
in human breast cancer 
（ヒト乳癌においてマスピンの細胞内局在はヒストンデアセチラーゼ1発現と相関する） 
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審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は浸潤性乳管癌164例の組織検体を用い、マスピン発現の細胞内局在とヒストンデ
アセチラーゼ1（HDAC1）発現を免疫組織化学にて評価し、関連性を検討したものである。
その結果、細胞質に限局したマスピン発現を認める乳癌患者は、無再発生存期間が有意に
短く、予後不良因子との関連が認められた。さらに、HDAC1高発現と正の相関が認められた。
また、培養細胞株を用いた実験においても、細胞質に限局したマスピン発現を示す乳癌細
胞株では、核と細胞質にマスピン発現を示す正常様不死化乳腺上皮細胞株に比べ、HDAC1 
mRNA発現が有意に高いことが示された。以上の結果は、マスピンが腫瘍抑制効果を発揮す
るためには核への局在が必要であり、内因性のHDAC1阻害がその機序の一つであるという仮
説を支持するものと考えられた。本論文の内容は、マスピンの局在とその作用機序の解明
の一助となり、学術水準を高めたものと認める。 
